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「学生が入居できたら」    
場 
プログラム 




②住民の学習・相互理解――→  ④コミュニティ組織化――→ 

























































































































































































４）2018 年 9 月にスタートしたコミュニティワーク研究会は，毎回概ね 10 名程度が参加しリフレクショ
ン等について議論を交わしてきた．本研究の分析では，2019 年 9 月までの議論を参照している（2018














れているコミュニティ組織化の 10 段階を参照しつつふりかえりを行った．10 段階というのは，段階ご
とに進むことを示すより，組織化に必要な要素として示されている．なお，ここでの組織化は，地域課
題などへの人々の力を合わせることとして理解する．









社．（＝ Bill Lee, 1999, Pragmatics of Community Organization, CommonAct Press.）
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